
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

ドイツ騎士団国家の終末

今来, 陸郎

https://doi.org/10.15017/2320110

出版情報：史淵. 93, pp.85-108, 1964-07-31. 九州大学文学部
バージョン：
権利関係：



ド

イ

ツ

騎

士

団

国

家

の

終

末
ぷ』
寸

来

陸

良E

五伺白口付

は

め

に

等
族
と
の
対
抗
関
係

領
邦
国
家
へ
の
傾
斜

一
五
二
五
年
の
変
革
（
マ
ル
チ
ン
・
ル
ッ
タ
ー
と
の
出
合
い
）

l
世
俗
公
領
へ
の
転
回

む

す

び じ

（ー）

「
お
よ
そ
社
会
団
体
（
ゲ
ノ
ツ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
）
は
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
理
念
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
理
念
の
目
的
が

民
衆
の
つ
よ
い
倫
理
要
求
と
矛
盾
し
な
い
と
き
に
の
み
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
団
体
は
、
そ
れ
が
依
っ
て
立
つ
原
理
を
か
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
し
、
新
し
い
も
の
を
学
び
と
る
こ
と
、

み
ず
か
ら
を
若
返
ら
せ
る
こ
と
も
難
し
い
。
社
会
団
体
が
そ
の
原
理
を
人
々
に
っ
た
え
る

と
き
の
狂
熱
は
、

個
々
人
の
創
造
力
を
超
え
て
強
力
、
恐
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、

団
体
の
支
配
も
ま
た
お
ど
ろ
く
ほ
ど
執
劫
、

偏
狭
で
あ
る

が
、
ひ
と
た
び
そ
れ
が
傾
け
ば
、
無
限
の
底
に
顛
落
し
て
、
悲
惨
な
存
在
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
社
会
団
体
の
支
配
の
衰
頚
は
、
民
衆
の
無
関

む
、
反
接
、
軽
侮
、
憎
悪
を
身
に
う
け
て
弱
点
を
暴
露
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
中
世
の
教
会
、
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
、
ギ
ル
ド
組
合
、

ハ
ン
ザ
同
盟
、
ド
イ
ツ
騎
士
固
に
ひ
と
し
く
あ
て
は
ま
る
。
」

ド
イ
ツ
騎
士
回
国
家
の
終
末
（
今
来
）

八
五



ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
の
終
末
（
今
来
）

八
六

こ
れ
は
G
・
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
が
「
ド
イ
ツ
の
過
去
の
諸
相
」

の
中
で
述
べ
て
い
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
中
世
の
社
会
団
体
が
時
代

の
変
遷
、
そ
の
価
値
体
条
の
崩
壊
に
適
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
衰
類
、
顛
落
は
避
け
が
た
い
運
命
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
騎
士
因
。

2
仲
間
岳
民

。
丘
四
ロ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
活
動
は
、
異
教
徒
征
服
と
ク
リ
ス
ト
教
佑
を
目
的
と
し
た
十
字
軍
理
念
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
。
そ
の
理
念

に
立
っ
と
き
、
騎
士
団
は
つ
ね
に
新
し
い
同
志
の
騎
士
を
包
擁
し
え
て
、
活
動
的
で
あ
り
、
新
鮮
、
健
康
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
騎
士
団
が
プ
ロ

イ
セ
ン
で
事
業
を
始
め
た
の
は
十
三
世
紀
前
半
で
あ
る
が
、
十
四
世
紀
に
バ
ル
ト
海
沿
岸
諸
地
域
に
お
い
て
征
服
と
教
佑
の
業
を
完
了
し
た
と

き
、
す
で
に
騎
士
団
は
そ
の
目
標
理
念
を
喪
失
し
て
、
内
部
は
硬
兆
し
、
自
壊
の
兆
さ
え
見
え
た
。
目
標
理
念
を
失
っ
た
騎
士
団
の
兄
弟
た
ち

の
哀
れ
さ
に
つ
い
て
、
騎
士
囲
内
部
の
文
献
で
あ
る
最
古
の
総
監
督
年
代
記
で
さ
え
も
、
こ
う
述
べ
て
嘆
く
。

「
騎
士
団
の
古
い
人
た
ち
が
生
存
し
た
時
代
、
か
れ
ら
は
神
の
命
を
か
た
く
守
り
、
神
の
愛
へ
の
確
信
を
抱
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
か
れ
ら
は
敵

に
打
ち
勝
っ
た
。
だ
が
そ
の
後
、
か
れ
ら
は
神
へ
の
愛
を
失
い
、
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
に
不
熱
心
と
な
っ
た
。
祖
先
が
信
仰
と
正
義
の
た

め
に
異
教
徒
と
の
戦
い
に
血
を
な
が
し
、
命
を
す
て
た
こ
と
、
神
が
プ
ロ
イ
セ
ン
と
り
ヴ
ラ
ン
ド
を
か
れ
ら
に
与
え
、
今
日
ま
で
そ
の
土
地
を

持
ち
こ
た
え
さ
せ
、
住
民
を
騎
士
固
に
従
わ
せ
ら
れ
た
こ
と
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
か
れ
ら
は
知
ら
な
い
。
だ
か
ら
神
は
こ
の
国
土
に
さ
ま
ざ
ま

の
災
厄
を
く
だ
し
、
か
れ
ら
に
多
く
の
敵
と
日
々
に
ま
た
年
々
に
戦
わ
せ
ら
れ
た
の
だ
。
す
べ
て
の
者
は
知
る
べ
き
で
あ
る
。
な
に
を
慎
し
む

べ
き
か
、
か
れ
ら
の
私
欲
の
た
め
に
で
は
な
く
、
神
、
主
イ
エ
ス
・
ク
リ
ス
ト
の
望
ま
れ
る
も
の
、
そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
な
に
を
な
す

〔

3
）

べ
き
か
を
。
」

騎
士
団
の
崩
壊
は
時
の
必
然
で
あ
り
、
騎
土
団
は
十
五
世
紀
に
顛
落
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

そ
の
結
果
、

一
五
二
五
年
騎
士
団
総
監
督

国

E
r
g
－22
〉

5
2
Z
4
0ロ
ω
R
Z
S
は
、
直
接
支
配
下
に
あ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
騎
士
団
国
家

。HL白ロ
目
印
門
出
血
門

を
世
俗
佑
し
、
た
め
に
カ

ト
リ
ッ
ク
主
義
に
よ
る
宗
教
国
家
は
一
変
し
て
ル
ツ
タ
l
主
義
に
よ
る
世
俗
公
領
た
る
プ
ロ
イ
セ
ン
領
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
騎
士
団
は
も
と
よ

り
プ
ロ
イ
セ
ン
の
騎
士
団
国
家
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
隣
地
り
ヴ
ラ
ン
ト
領
を
は
じ
め
、
ド
イ
ツ
帝
国
内
そ
の
他
全
西
欧
に
散



在
す
る
支
配
地
、
主
要
な
も
の
を
挙
げ
た
だ
け
で
も
十
二
の
所
領
国
弘
ゲ
ぽ
ロ
を
支
配
す
る
総
合
的
な
宗
教
団
体
で
あ
り
、
総
監
督
は
そ
の
全
般

を
統
轄
す
る
支
配
者
な
の
で
あ
る
。
そ
の
総
括
者
が
、
直
接
支
配
下
に
あ
っ
て
、
騎
士
回
全
所
領
の
三
分
の
こ
を
占
め
る
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
と

共
に
ド
イ
ツ
騎
士
団
か
ら
離
別
し
、

一
時
的
な
が
ら
ド
イ
ツ
の
政
治
圏
か
ら
も
分
離
し
た
。
か
く
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
騎
士
団
国
家
が
終
末
を
告

げ
る
と
共
に
、
騎
士
団
そ
の
も
の
も
存
在
の
歴
史
的
意
義
の
多
く
を
失
っ
た
。

本
稿
は
そ
の
騎
士
団
国
家
の
十
五
・
六
世
紀
に
お
け
る
終
末
に
至
る
経
過
を
、
主
と
し
て
政
治
、
外
交
の
過
程
を
中
心
に
し
て
考
察
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

註

伺

「
騎
士
団
国
家
の
起
源
（
再
論
）
」
（
史
淵
第
八
十
六
輯
、
一
九
六
一

年）
以
下
引
用
の
場
合
は
拙
稿
H
口
同
の
略
号
を
以
て
表
示
す
る
。

。ロmgd『
p
e
g間
一
一
切

E
R
自
由
《
吉
弘
o
z
g
n
F
S
〈
mH悶
gmoaHa

a
f
4
0
－E宮
内
田
町
問
。
〉
g
m同
r
p
〈
R
E
m
4
Cロ
吋

F

関
口
同

EH

Z曲
目

E
．
回

R

－E祖国
角
田
．
口
”

ω・町市町田・

E
E
－O
田
富
田
｝
島
一
】

V
E
君。
Hr
《目。切り
2
g
n
r
g
H
N
－20
H
O
E
S田

宮

P
E
a
g
u
5
N少

ω・
8
u
〉
ロ
ゲ

g
m
Z
H－
HNw
〉
ロ
凹
円
日
開
門

的
乙
仲
良
自
国

onvsazRnyHOロ
Fr・

付

ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
に
つ
い
て
、
わ
た
く
し
は
こ
れ
ま
で
次
の
三
篤

の
論
文
を
公
け
に
し
た
。
本
稿
を
以
て
そ
れ
ら
一
連
の
論
文
の
む
す

び
と
し
た
い
。

「
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
騎
士
団
国
家
の
発
端
」
（
西
洋
史
学
第
十

六
冊
、
一
九
五
三
年
）

「
転
換
期
の
騎
士
団
国
家
｜
十
四
、
五
世
紀
の
交
の
様
相
」

第
八
十
輯
、
一
九
五
九
年
）

（

2
）
 

（

1
）
 

（

3
）
 

口

（
史
澗

（こ）

一
四
一

O
年
騎
士
団
国
家
は
、
拾
頭
し
た
国
民
国
家
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
戦
っ
て
、
タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
歴
史
的
会
戦
に
敗
北
を
喫
し
、
翌
年
の

ト
ル
ン
和
約
（
第
一
）
で
領
土

ω岳
民

5
5ロ
を
失
い
、
巨
額
の
賠
償
金
を
課
せ
ら
れ
た
。

乙
の
会
戦
は
騎
士
団
国
家
が
総
力
を
投
入
し
た
戦

い
で
あ
り
、
そ
の
会
戦
に
お
け
る
惨
め
な
敗
北
は
、
た
だ
ち
に
騎
士
団
国
家
の
没
落
を
意
味
し
な
い
ま
で
も
、
騎
士
国
の
歴
史
の
重
大
な
転
機

ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
の
終
末
（
今
来
）

λ 
七



ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
の
終
末
（
今
来
）

入
i¥ 

で
あ
り
、
乙
の
時
を
以
っ
て
騎
士
団
顛
落
の
歴
史
は
じ
ま
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
敗
戦
後
、
騎
士
団
国
家
が
当
面
し
た
錯
綜
す
る
諸
問
題
の
う
ち
で
、
騎
士
団
の
死
命
を
制
す
る
ほ
ど
の
重
大
な
問
題
は
、

等
族

ω
S
E叩
と
の
対
立
、
と
り
わ
け
窮
迫
し
た
財
政
の
処
理
を
め
ぐ
っ
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
等
族
の
拾
頭
は
乙
の
時
代
の
ド
イ
ツ
諸
地
域

一
般
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
が
、
ブ
ロ
イ
セ
ン
も
例
外
で
は
な
く
、

タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
戦
以
前
に
も
そ
の
傾
向
が
著
し
く
あ
ら
わ
れ
て
い

た
。
す
で
に
十
四
世
紀
末
に
プ
ロ
イ
セ
ン
各
地
に
地
方
貴
族
、
都
市
貴
族
の
あ
い
だ
の
地
域
的
等
族
会
議
が
生
ま
れ
は
じ
め
て
い
た
が
、
騎
士

団
国
家
は
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
関
係
の
緊
張
、
財
政
危
機
の
克
服
の
た
め
に
、

乙
れ
ら
地
域
的
等
族
会
議
を
承
認
し
、
租
税
負
担
と
戦
争
奉
仕
に
等

族
の
協
力
を
請
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
騎
士
団
は
、
西
欧
か
ら
の
騎
士
加
入
の
減
退
の
た
め
の
騎
士
戦
士
不
足
を
補
う
た
め
、
ま

た
戦
争
規
棋
の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
、
ベ

l
メ
ン
や
ド
イ
ツ
各
地
、
デ
ン
マ
ル
ク
等
か
ら
移
入
の
傭
兵
を
多
数
使
用
し
た
。
十
四
世
紀
、

ピ仲間口白ロ
F
Y
H
片
（
い
わ
ゆ
る
北
方
十
字
軍
）
に
ベ

l
メ
ン
王
ヨ
ハ
ン
、

そ
の
子
メ

l
レ
ン
辺
境
伯
カ
l
ル
（
の
ち
の
ド
イ
ツ
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
）
を
は

じ
め
と
す
る
騎
士
群
が
全
西
欧
か
ら
馳
せ
参
じ
た
の
は
返
ら
ぬ
昔
の
夢
で
、
い
ま
は
戦
闘
力
の
大
半
を
傭
兵
軍
に
托
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
タ

ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
戦
に
お
け
る
騎
士
団
側
の
戦
闘
参
加
者
は
一
万
一
千
乃
至
一
万
六
千
で
あ
ろ
う

mv
そ
の
約
半
数
が
傭
兵
と
見
ら
れ
、
そ
の
数

は
国
家
規
模
に
比
し
過
大
で
あ
る
。
傭
兵
使
用
に
は
貨
幣
支
出
を
必
要
と
し
、
こ
れ
が
騎
士
団
国
家
の
財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
た
。
曽
っ
て
西

欧
で
彊
わ
れ
た
「
騎
士
団
の
富
強
」
の
僅
諺
の
第
二
部
は
「
騎
士
団
の
窮
迫
」
で
あ
ふ
吃

騎
士
聞
が
等
族
に
租
税
負
担
の
協
力
を
請
う
た
例
と
し
て
、
タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
戦
以
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ポ
ン
ド
税
耳
ロ
ロ
向
日
N
o
－
－
か
ら
租
税

FgraggH
へ
の
切
り
換
え
措
置
が
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
六
都
市
ク
ル
ム
、
ト
ル
ン
、

エ
ル
ピ
ン
グ
、

ダ
ン
チ
ヒ
、
ブ
ラ
ウ
ン
ズ
ベ
ル

ク
、
ヶ

I
ニ
ヒ
ス
ペ
ル
ク
は
ハ
ン
ザ
同
盟
に
加
盟
し
て
お
り
、

ハ
ン
ザ
同
盟
は
一
三
六
二
年
以
降
、
同
盟
の
共
同
計
画
、
た
と
え
ば
バ
ル
ト
海

の
海
賊
団
〈
但
仲
間
口

S
F
E
R
掃
蕩
の
費
用
を
賄
う
た
め
、
加
盟
諸
都
市
に
定
期
的
な
負
担
金
を
課
し
た
0

ポ
ン
ド
税
は
そ
の
負
担
金
で
あ
る
。

騎
士
回
国
家
は
こ
の
ポ
ン
ド
税
に
国
家
統
制
を
加
え
て
、

一
三
八
九
年
と
一
三
九
五
年
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
諸
都
市
の
負
担
す
べ
、
＆
0

ポ
ン
ド
税
を



諸
都
市
に
還
元
す
る
と
い
う
名
目
で
自
ら
に
収
め
、
諸
都
市
は
ハ
ン
ザ
同
盟
か
ら
ポ
ン
ド
税
の
督
促
を
う
け
る
が
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
。
と
こ

ろ
が
一
四

O
三
年
に
は
、
諸
都
市
の
負
担
す
べ
き
ポ
ン
ド
税
の
う
ち
、
三
分
の
こ
を
諸
都
市
が
、
三
分
の
一
を
騎
士
団
が
収
得
す
る
と
い
う
条

件
で
、
騎
士
団
所
得
分
を
国
の
租
税
と
し
、

一
四
O
九
年
に
は
以
上
の
比
率
を
逆
転
さ
せ
、
ポ
ン
ド
税
の
三
分
の
こ
に
あ
た
る
分
を
租
税
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
諸
都
市
の
承
認
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
新
税
に
よ
る
騎
士
団
所
得
分
の
増
加
が
総
歳
入
の
一
割
に
あ
た
っ
た
と

見
ら
れ
る
か
ら
、
新
税
が
騎
士
団
の
財
政
に
如
何
に
大
き
く
寄
与
し
た
か
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
戦
後
、
騎
士
団
は
悪
佑
し
た
財
政
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
等
族
に
依
害
す
る
度
合
い
を
つ
よ
め
、
都
市
に
お
い
て
は
資
産

〈
日
目
。
mm自
己

2
2
農
村
に
お
い
て
は
奉
仕
税

E
0
5
5
2
2
等
の
新
税
徴
集
を
企
て
た
。
資
産
棋
は
ド
イ
ツ
語
地
域
の
中
世
都
市
に
お
い

て
都
市
領
主
が
徴
集
す
る
租
税
体
系
と
し
て
は
珍
ら
し
く
は
な
い
も
）
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
市
民
の
物
的
負
担
は
従
来
す
べ
て
市
民
が
用
益
し
た

特
権
に
対
す
る
反
対
給
付
を
意
味
す
る
も
の
ば
か
り
で
、
資
産
税
に
類
す
る
一
般
的
公
課
は
始
め
て
の
例
で
あ
っ
た
。
果
し
て
こ
の
新
税
に
対

し
て
、
ダ
ン
チ
ヒ
を
始
め
諸
都
市
が
異
議
を
唱
え
、
徴
集
は
円
滑
に
運
ば
な
か
っ
た
守
）

タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
戦
後
の
破
局
財
政
を
処
理
す
る
た
め
あ
く
ま
で
等
族
の
協
力
を
請
わ
ね
ば
な
ら
な
い
騎
士
聞
の
総
監
督
国

a
E
r
r
sロ

旦
白
ロ
巾
ロ
は
等
族
の
反
援
を
宥
和
す
る
た
め
、

一
四
一
二
年
に
「
騎
士
団
の
こ
と
に
共
に
処
し
、

騎
士
固
と
国
の
改
善
を
共
に
考
え
る
騎
士
団

の
信
頼
す
べ
き
顧
問
と
し
て
、
三
十
二
人
の
農
村
貴
族
、
十
六
人
の
都
市
貴
族
か
ら
成
る
等
族
顧
問
会
議

F
S
L
m均
三
を
組
織
し
、
わ
ず
か
に

前
記
の
新
税
を
等
族
に
承
認
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
日
し
か
し
総
監
督
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ウ
エ
ン
（
一

E
o－
－
四
三
存
在
感

の
こ
の
宥
和
政
策
は
、
騎
士
団
内
部
の
愚
か
な
強
硬
派
の
不
満
を
買
い
、

フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ウ
エ
ン
は
そ
の
地
位
を
追
わ
れ
、
等
族
会
議
そ
の
も

の
も
中
絶
し
、
騎
士
団
と
等
族
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
は
壊
さ
れ
た
。

騎
士
団
の
高
姿
勢
に
対
抗
す
る
た
め
、

一
四
四
O
年
プ
ロ
イ
セ
ン
の
農
村
貴
族
五
十
三
人
と
都
市
代
表
十
七
人
が
エ
ル
ピ
ン
グ
に
集
っ
て
、

プ
ロ
イ
セ
ン
同
盟
】

VHmロM
m
u
n
r
m
H
切ロロ仏

を
組
織
し
た
。
同
盟
の
目
的
は
「
加
盟
者
が
全
体
と
し
て
、

ま
た
は
個
々
の
不
正
や
暴
力
の
脅
威

ド
イ
ツ
騎
士
回
国
家
の
終
末
（
今
来
）

j¥ 

九



ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
の
終
末
（
今
来
）

九。

を
う
け
、
騎
士
団
総
監
督
が
こ
れ
の
故
済
に
出
な
い
と
き
は
、
共
同
し
て
正
載
を
つ
ら
ぬ
き
、
暴
力
を
排
除
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

同
盟
の
鋒
先
が
騎
士
固
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
騎
士
団
対
等
族
の
対
立
は
決
定
的
な
段
階
に
入
っ
た
も
等
族
階
層
の
領
邦
君

主
に
対
す
る
反
抗
、
蜂
起
は
ド
イ
ツ
各
領
邦
に
共
通
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
特
殊
な
の
は
、
貴
族
と
都
市
が
協

同
し
て
起
ち
あ
が
り
、
共
同
の
組
織
を
も
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
他
の
領
邦
、
た
と
え
ば
プ
ロ
イ
セ
ン
に
近
い
東
独
の
、
フ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
、
ポ

ン
メ
ル
ン
、
ザ
ク
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
、
貴
族
と
都
市
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
起
ら
あ
が
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
領
主
は
各
個
に
対
抗
、
克
服

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
同
盟
成
立
の
あ
く
る
一
四
四
一
年
に
総
監
督
に
選
ば
れ
た
関
白
色
4
0口
開
己

k
r
r
gおロ

（
一
四
四
一
l
l

一
四
四
九
年
在
職
）
は

再
び
宥
和
政
策
を
採
っ
て
等
族
と
の
緊
張
緩
和
に
つ
と
め
た
。
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
王
国
内
の
騎
士
団
所
領
国
弘

E
g
の
総
括
者
で
あ
る
ド
イ

ツ
監
督
ロ

2
仲
間
口
宮
口
a
m
S
H
（
本
来
騎
士
団
総
阪
管
に
従
属
す
べ
き
地
位
だ
が
、
し
ば
し
ば
総
院
督
か
ら
離
反
、
対
抗
し
た
）
と
和
解
し
て
騎
士
囲
内
部
の

結
束
を
か
た
め
、
ま
た
プ
ロ
イ
セ
ン
同
盟
に
対
し
て
は
、
同
盟
内
部
に
わ
だ
か
ま
る
農
村
貴
族
と
都
市
貴
族
の
あ
い
だ
の
利
害
対
立
を
利
用
し

て
、
同
盟
の
攻
勢
ゆ
伊
二
時
的
な
が
ら
出
黙
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
盟
内
部
の
農
村
と
都
市
の
利
害
対
立
と
い
う
の
は
こ
う
で
あ
る
。
す
で

に
前
世
紀
の
後
半
か
ら
デ
ン
マ
ル
ク
は
バ
ル
ト
海
貿
易
に
つ
い
て
ハ
ン
ザ
同
盟
と
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
が
、
十
五
世
紀
に
入
っ
て
デ
ン
マ
ル
ク

王
エ
リ
ッ
ク
（
一
四
二
一

l
一
四
三
九
年
）
は
ハ
ン
ザ
商
人
を
厳
し
く
圧
迫
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
商
人
を
露
骨
に
好
遇
す
る
態
度
に
で

た。

（
一
四
二
三
年
の
ズ
ン
ト
海
峡
通
行
税
の
措
蛍
等
）
リ
ュ
ベ
ツ
ク
そ
の
他
の
ハ
ン
ザ
諸
都
市
も
こ
れ
に
対
抗
し
て
オ
ラ
ン
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
商
人

を
バ
ル
ト
海
か
ら
閉
め
だ
す
こ
と
に
つ
と
め
、
ダ
ン
チ
ヒ
等
の
プ
ロ
イ
セ
ン
諸
都
市
も
そ
れ
に
同
調
し
た
。
し
か
し
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
商

人
を
閉
め
だ
す
こ
と
で
穀
物
輸
出
の
道
を
せ
ば
め
ら
れ
る
農
村
貴
族
は
ハ
ン
ザ
の
方
針
に
つ
よ
い
不
満
を
も
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ

っ
て
、
と
も
か
く
も
老
巧
な
総
監
督
コ
ン
ラ
l
ト
・
フ
ォ
ン
・
エ
ル
リ
ヒ
ハ
ウ
ゼ
ン
は
貴
族
、
都
市
を
離
間
し
て
、
等
族
と
の
関
係
緊
張
を
冷

却
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。



コ
ン
ラ
l
ト
の
後
を
承
け
て
騎
士
団
総
監
督
の
地
位
を
襲
っ
た
戸
口
門

Z
－
m
gロ
肘
ユ
F
n
r
r
2
8
5
こ
四
主
0
1
1

一
四
六
七
年
）
は
極
わ
め
て
好

コ
ン
ラ

I
ト
が
危
険
視
し
た
こ
の
人
物
を
騎
士
聞
の
兄
弟
た
ち
が
敢
え
て
代
表
者
に
え
ら
ん
だ
こ
と
は
、
騎
士
団
内
部
が
如

｛辺｝

何
に
硬
化
し
て
い
た
か
を
示
す
し
、
ま
た
総
監
督
の
こ
の
交
代
は
等
族
を
刺
戟
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
加
え
る
に
、
乙
の
時
点
に
お
い
て
、

戦
的
な
人
物
で
、

教
皇
、
皇
帝
が
プ
ロ
イ
セ
ン
問
題
に
つ
い
て
発
言
し
、
介
入
し
た
こ
と
は
、
騎
士
団
対
プ
ロ
イ
セ
ン
同
盟
の
対
立
を
い
っ
そ
う
助
長
し
、
つ
い

に
発
火
点
に
ま
で
沸
騰
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
教
皇
ニ
コ
ラ
ウ
ス
五
世
は
こ
の
と
き
、

一
二
三
四
年
の
「
岡
山
戸
由
民
の
教
皇
回
勅
」
の
趣
旨
に
則
っ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
す
る
教
皇

庁
の
保
護
権
を
主
張
す
る
回
勅
を
出
し
た
。
「
同
地
の
教
会
事
情
を
調
査
し
、

教
会
の
・
自
由
に
反
し
、

教
皇
と
皇
帝
の
秩
序
に
違
背
す
る
団
体

を
予
防
し
、
反
す
る
も
の
に
は
詰
責
、
聖
務
停
止
、
破
門
に
処
す
」
と
岡
田
勅
に
あ
り
、
教
皇
使
節
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
司
教

F
E玄関

4
8
8
τ
自

は
プ
ロ
イ
セ
ン
に
き
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
同
盟
の
存
在
を
不
当
不
正
で
あ
る
と
宣
言
し
れ
日
教
皇
の
介
入
は
皇
帝
の
介
入
を
も
呼
ぶ
連
鎖
反
応

を
及
ぼ
し
た
が
、
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
騎
士
固
と
教
皇
、
皇
帝
の
関
係
は
き
わ
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
関
係
で
あ
り
、
多
く
の
論
議
を
生
ひ
問
題
で

あ
る
。
わ
た
く
し
も
曽
っ
て
騎
士
団
草
創
期
に
お
け
る
そ
の
関
係
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
百
げ
ま
こ
こ
で
関
係
す
る
部
分
の
摘
要
を
述
べ
る

な
ら
ば
、
こ
う
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
騎
士
聞
は
プ
ロ
イ
セ
ン
に
入
植
し
て
改
宗
、
開
拓
の
事
業
を
始
め
る
と
き
、
ド
イ
ツ
皇
帝
フ
り

i
ド
リ
ヒ
二
世
か
ら
一
二
二
六
年
に

い
わ
ゆ
る

E
S
E－
勅
書
（
黄
金
勅
書
）
を
う
け
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
事
業
と
土
地
領
有
の
承
認
を
う
け
て
い
る
。

そ
れ
よ
り
前
、
ド
イ

ツ
騎
士
団
が
ハ
ン
ガ
リ
ア
の

ω－o
Zロ
ゲ
位
指

g
に
入
植
し
た
と
き
、

一
二
一
一
四
年
教
皇
ホ
ノ
リ
ウ
ス
三
世
に
よ
っ
て
そ
の
所
領
が
聖
ぺ
テ
ロ
の

財
産
と
し
て
聖
別
せ
ら
れ
た
が
、
騎
士
団
が
そ
の
後
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
の
忌
樺
に
ふ
れ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
追
放
さ
れ
た
さ
い
、
教
皇
庁
は
そ
れ
を

限
止
す
る
た
め
の
支
え
と
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
経
験
に
鑑
み
、
聡
明
な
る
騎
士
団
総
監
督
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ル
ツ
ア
は
皇
帝
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
二
世
と
の
親
近
関
係
を
利
用
し
て
、
リ
ミ
ニ
勅
書
を
か
ち
え
て
皇
帝
の
権
威
に
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。

ζ

の
マ
ニ
フ
エ
ス
ト
に
よ
り
伝

ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
の
終
末
（
今
来
）

九



ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
の
終
末
（
今
来
）

九

道
団
体
と
し
て
の
ド
イ
ツ
騎
士
聞
は
世
俗
所
領
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
六
年
後
の
一
二
三
四
年
に
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
九
世
も

ま
た
教
皇
回
勅
を
発
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ド
イ
ツ
騎
士
団
領
を
聖
別
し
て
教
皇
庁
の
保
護
権
の
名
目
を
と
り
、

ま
た
何
MS自
己
O
ロ
司
教
支
配

解
除
を
許
し
た
。
前
述
の
リ
エ
テ
イ
回
勅
と
は
こ
れ
を
指
す
。

と
こ
ろ
で
リ
エ
テ
イ
回
勅
か
ら
略
々
二
世
紀
を
へ
だ
て
て
出
さ
れ
た
こ
の
ニ
コ
ラ
ウ
ス
五
世
の
回
勅
の
現
実
効
果
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
同
盟
内

部
の
結
束
を
つ
よ
め
、
ま
た
騎
士
団
総
監
督
の
地
位
を
動
揺
さ
せ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
等
族
の
な
か
の
強
硬
派
は
都
市
貴
族
で
あ
る
が
、
そ
の

代
表
者
で
あ
る
ト
ル
ン
の
市
長
は
教
皇
使
節
フ
ォ
ン
・
セ
ル
ヴ
エ
ス
に
真
っ
向
う
か
ら
反
捜
し
た
。

「
教
皇
使
節
は
己
が
国
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
で

異
教
徒
、

ユ
ダ
ヤ
人
そ
の
他
邪
魔
な
ク
リ
ス
ト
教
徒
を
訪
問
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
は
多
い
だ
ろ
う
が
、
こ
の
国
で
は
そ
う
で
は

『民）

な
い
。
乙
の
固
に
は
神
の
恵
み
に
よ
り
か
か
る
非
ク
リ
ス
ト
教
使
は
い
な
い
。
」

教
皇
の
介
入
に
反
捜
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
同
盟
は
、
皇
帝
に
よ
っ
て
存
在
の
確
認
を
得
ょ
う
と
働
き
か
け
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
騎
士
団
側
も
ヴ

イ
l
ン
の
宮
廷
に
使
者
を
さ
し
向
け
、
プ
ロ
イ
セ
ン
同
盟
、
騎
士
団
両
者
の
あ
い
だ
に
皇
帝
の
好
意
を
得
る
た
め
の
競
争
が
行
わ
れ
た
。
十
五

世
紀
は
ド
イ
ツ
各
領
邦
に
お
け
る
等
族
叛
乱
の
時
代
で
あ
り
、
諸
侯
の
あ
い
だ
に
反
等
族
の
空
気
が
つ
よ
く
、
そ
の
空
気
が
反
映
し
て
、

四

五
三
年
下
さ
れ
た
帝
室
裁
判
所
の
判
決
は
果
し
て
「
プ
ロ
イ
セ
ン
の
騎
士
、
貴
族
、
都
市
の
組
織
し
た
団
体
は
正
し
く
な
い
」
と
プ
ロ
イ
セ
ン

同
盟
の
存
在
を
非
合
法
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
判
決
が
直
接
動
機
と
な
っ
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
等
族
の
蜂
起
で
叛
乱
状
態
に
陥
り
、
叛

監乱
督軍
の同占
。峠t

E心
日ダ
はと
竪L
T は

λE 
tミgト
Jレ
ン

マ
リ
エ
ン
ブ
ル
グ
等
の
騎
士
団
居
城

。
同
弘
司
ロ
凹
ゲ
ロ
同
m円

は
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
、
騎
士
団
の
各
地
区

プ
ロ
イ
セ
ン
同
盟
は
さ
ら
に
進
ん
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
こ
の
問
題
に
介
入
せ
し
め
よ
う
と
し
、
等
族
の
代
表
者
は
ク
ラ
カ
ウ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
国

会
に
集
っ
た
領
主
、
高
級
聖
職
者
の
前
で
訴
え
た
。

「
プ
ロ
イ
セ
ン
の
都
市
と
農
村
は
永
年
さ
ま
ざ
ま
の
暴
力
と
不
正
に
圧
迫
会
れ
て
き
た
の

で
、
都
市
と
農
村
は
十
字
軍
士
の
か
か
る
暴
力
と
不
正
に
堪
え
得
な
い
こ
と
を
議
決
し
た
。
し
か
し
プ
ロ
イ
セ
ン
領
は
古
く
か
ら
、
ま
た
十
字



軍
の
支
配
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
権
の
下
に
あ
る
が
故
に
、
き
ら
に
十
字
箪
士
自
身
が
国
王
｜
｜
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ー
ー
を
保
護
者
と
認
め
て
い
る

が
故
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
権
よ
り
公
正
な
権
力
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
プ
ロ
イ
セ
ン
の
す
べ
て
の
貴
族
、
農
村
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
を
真
の
主
人
と

し
て
選
び
、
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
が
こ
れ
ら
を
支
配
下
に
入
れ
、
保
護
の
下
に
収
め
る
こ
と
を
請
う
。
」
匂

ポ
ー
ラ
ン
ド
王
カ
シ
ミ
ル
四
世
は
こ
の
要
請
を
う
け
容
れ
、
軍
を
プ
ロ
イ
セ
ン
領
内
に
入
れ
、
解
放
軍
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
こ
れ
が
十
三

年
戦
争
（
一
四
五
四
l
l

一
四
六
七
年
）
で
あ
り
、
こ
の
永
年
の
戦
禍
で
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
は
荒
廃
の
極
に
達
し
た
。
騎
士
団
は
皇
帝
に
救
援
を
申

し
入
れ
た
が
拒
ま
れ
、
孤
立
無
援
の
う
ち
に
総
監
督
は
一
四
六
六
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
と
ト
ル
ン
和
約
（
第
二
回
）
を
結
ん
だ
。

こ
の
和
約
は
西

プ
ロ
イ
セ
ン
の
土
地
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
譲
る
こ
と
を
主
内
容
と
す
る
が
、

条
件
の
中
に
、

騎
士
団
総
監
督
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
の

O
Z岳
o
Z広

を
承
認
し
て
、
誠
実
宣
誓
出
巳
岳
∞
ロ
ロ

m
g包
を
な
し
、
従
軍
の
義
務
を
負
う
、
と
い
う
項
目
が
あ
る
。

総
監
督
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
の
上
級
主

権
を
承
認
す
る
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
帝
国
お
よ
び
皇
帝
と
の
あ
い
だ
の
紐
帯
を
断
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。

こ
こ
で
ド
イ
ツ
騎
士
団
の
対
ド
イ
ツ
帝
国
お
よ
び
皇
帝
の
関
係
を
顧
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
述
の
り
ミ
ニ
勅
書
（
一
一
一
一
一
六
年
）
に
は
「
乙

の
土
地
は
帝
国
支
配
の
中
に
含
ま
る
べ
し
」

同
四
同
門
白
山
勺
曲
目

m
c
σ
5
0
5同
岳
山
田
町
民
同
日
】
由
同
日
目

2
同

noロ
窓
口
仲
田

と
い
う
文
言
が
あ
り
、

つ
づ
い
て
「
そ

の
監
督
と
後
継
者
は
そ
の
所
領
内
で
、
帝
国
語
侯
が
も
つ
も
の
よ
り
以
上
に
、

司
法
と
行
政
の
権
能
を
所
有
し
、

行
使
で
き
る
」

口
同
国
関
山
田
同
四
円

2
2
2
2
8
5目
白

巳

吉

弘

丘

E
F
Oロ
叩

B
2
M
M
O
Rえ
丘
町
宮
己
目

B
E
r
g
E
2
m
H
n
g
E
Z
Z
E
m
m丘
団
心
民
自
己
田
口
宮
山
田
宮
古
口
四
宮
即
日
目

Mm江戸

自
己
宮
田
『
与

Rs・
－
－
－
と
あ
る
。
乙
の
文
言
が
プ
ロ
イ
セ
ン
を
帝
国
と
結
び
つ
け
る
た
め
の
皇
帝
側
の
意
思
表
示
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
皇
帝
に
よ
る
封
与
を
意
味
す
る
と
見
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
か
れ
る
。
そ
の
解
釈
は
暫
く
措
く
と
し
て
、
現
実
の

問
題
と
し
て
、
十
三
、
十
四
の
両
世
紀
に
は
帝
国
皇
帝
と
騎
士
団
の
あ
い
だ
に
何
の
具
体
的
関
係
も
な
か
っ
た
。
皇
帝
は
南
方
イ
タ
リ
ア
に
興

味
を
も
ち
こ
そ
す
れ
、
東
北
の
辺
境
に
興
味
を
抱
か
な
か
っ
た
し
、
十
四
世
紀
に

F
E
E－2
4

0
ロ
切

S
B
S
や

同

色

p
oロ
冨
筈
同

g
な
ど

カZ

ロg
g広
島
立
に
参
加
し
た
こ
と
前
述
の
と
お
り

rが、
そ
れ
も
帝
国
語
侯
と
し
て
で
な
く
、

全
西
欧
か
ら
の
十
字
軍
士
と
し
て
の
意
識

ド
イ
ツ
騎
士
回
国
家
の
終
末
（
今
来
）

九
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九
四

に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
十
五
世
紀
に
入
っ
て
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ベ

l
メ
ン
と
の
関
連
に
お
い
て
皇
帝
の
関
心
が
東
北
に
向
け
ら
れ
る
に

至
る
。ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
家
の
皇
帝
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
（
一
四
一

o
l
一
回
三
七
年
）
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
関
係
を
と
お
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
に
興
味
を

も
っ
た
。

ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
は
も
と
も
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
（
一
三
八
七
l
一
四
三
七
年
）
で
あ
り
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
王
家
出
身
の
妃
と
の
結
婚
の
故
に

対
抗
し
て
、

そ
の
地
位
を
え
て
い
た
が
、
妃
の
死
後
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
者
－
邑
広
告
同
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
位
に
対
す
る
正
当
な
請
求
理
由
を
も
っ
た
こ
と
に

ハ
ン
ガ
リ
ー
王
位
保
全
の
目
的
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
の
騎
士
回
国
家
と
接
近
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
ぷ
ι
め
に
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
は
タ

ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
戦
争
前
に
騎
土
団
国
家
と
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
同
盟
関
係
を
結
ん
だ
が
、
現
実
に
は
約
に
反
し
て
出
兵
し
な
か
っ
た
。
そ
の
翌
年

帝
位
に
就
い
た
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
は
、
会
答
と
フ
ス
派
の
異
端
処
理
を
主
題
と
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
宗
教
会
議
（
一
四
一
四

l
一
四
天
年
）

の
さ
中
の
一
四
一
六
年
に
、
騎
士
団
の
ド
イ
ツ
監
督
に
勅
書
を
授
け
て
ド
イ
ツ
騎
士
団
の
諸
特
権
を
確
認
し
、
そ
の
所
領
を
ド
イ
ツ
皇
帝
の
保

護
下
に
置
く
、
す
な
わ
ち
封
建
的
家
臣
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
総
監
督
を
さ
し
措
い
て
ド
イ
ツ
監
督
と
叙
上
の
関
係
を
と
り
結
ん
だ
こ
と

は
、
ド
イ
ツ
騎
士
団
を
弱
佑
し
て
帝
国
に
ひ
き
つ
け
る
意
図
の
現
わ
れ
と
理
解
で
き
よ
う
。

ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
帝
の
あ
と
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
二
世
、
つ
い
で
フ
リ

I
ド
リ
ヒ
三
世
の
両
皇
帝
の
対
プ
ロ
イ
セ
ン
の
態
度
は

特
に
後
者
の
場
合
は
、
家
領
政
策
の
視
点
か
ら
み
る
そ
れ
で
あ
っ
た
。
十
三
年
戦
争
の
さ
い
、

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
は
騎
士
団
か
ら
の
幾
た
び

か
の
求
援
に
応
ぜ
ず
、
ト
ル
ン
和
約
（
第
一
一
）
に
つ
い
て
も
、
教
皇
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
同
和
約
否
認
（
特
に
誠
実
宣
誓
に
つ
い
て
）
の
態
度
を
表

明
す
る
が
、
現
実
の
教
援
の
手
を
差
し
の
べ
な
い
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
皇
帝
と
し
て
は
、

敢
え
て
北
方
で
火
中
の
栗
を
拾
う
意
図
は
な
い
わ
け

で
、
そ
れ
よ
り
も
重
大
な
関
心
事
は
、
東
方
の
大
難
、
対
ト
ル
コ
防
衛
で
あ
り
、
家
領
の
保
持
と
拡
大
、
そ
の
意
味
で
の
関
心
の
焦
点
は
ベ

l
メ

ン
、
ハ
ン
ガ
り
ア
に
あ
る
。
他
方
、
対
ト
ル
コ
防
衛
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
も
重
大
関
心
事
た
ら
ざ
る
を
え
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
対
プ
ロ
イ
セ
ン

の
積
極
的
態
度
を
削
く
材
料
と
も
な
る
。
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担
な
し
に
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有
さ
れ
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何
人
に
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し
て
も
義
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を
負
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こ
と
な

し
」
と
い
う
文
言
が
あ
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。
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文
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・
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問
。
日
は
、
教
皇

庁
か
ら
の
支
配
解
除
に
つ
い
て
の
奥
帝
の
意
志
表
示
と
見
る
o

同仏自己ロ仏

ω件。ロ問。－日出口
nrg丘町制
O
H
Eロ仏河口町ロ
F
U
W
の
E
ロi

門出回開巾ロ仏
2
m
E
5
5
n
r仲間
n
r
g
ω
E－
百
四
仏
巾
田
口
E
g
r
D
E
S－

m－g
ι
g
w
p－z
n
E
P
L
R
ω
g－
maーω正
宮
ロ
闘
”
。
R
B
S即日
n
z

（股）

（三）

（
却
）

〉

Z
o－－E
口
問
日
夕
］
｛
由

ω
∞－

ω－
N
O

∞・

註
仙
参
照
。

ジ
キ
ス
ム
ン
ト
の
対
ド
イ
ツ
騎
士
団
関
係
に
つ
い
て
は
。
R
D
E
H

F
5
0－一口
g
〈

R
r巴
S
Z
色
町
帥
出
onE回。目的仲間窃色町田口
g
a口rmロ

O
邑
自
国

NCSHNanr
－B
H印
】

各

同

rEロ
ι叩
円
ゲ
同
由
印

NWω

．5
R
．

に
詳
論
が
あ
る
。

総
厳
督
は
観
念
的
に
は
ド
イ
ツ
騎
士
団
の
主
班
で
あ
る
が
、
十
五
世

紀
に
お
け
る
ド
イ
ツ
、
リ
ヴ
ラ
ン
ト
の
両
院
督
と
の
関
係
は
、
三
角

形
の
そ
れ
ぞ
れ
の
頂
点
の
ご
と
く
見
ら
れ
た
。

尚
、
拙
稿
同
一
一
九
ペ
ー
ジ
、

（
公
）

他
方
、
十
三
年
戦
争
の
あ
い
だ
、
国
土
の
荒
廃
、
財
政
の
逼
迫
の
た
め
騎
士
団
の
蒙
っ
た
痛
手
は
甚
大
で
、
騎
士
団
が
戦
後
そ
の
痛
手
か
ら

恢
復
す
る
乙
と
は
容
易
で
は
な
い
。
防
述
の
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
の
騎
士
団
は
戦
闘
力
の
多
く
を
傭
兵
軍
に
托
し
て
お
り
、
傭
兵
給
養
の
た
め

に
貨
幣
支
出
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
の
貨
幣
調
達
が
大
き
な
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
た
め
騎
士
団
は
所
領

Z
2
8白
砕
を
切

B
E
Sげ日
m
選
帝

侯
に
売
却
し
（
一
四
五
五
年
て
ま
た
給
与
未
払
の
た
め
の
担
保
物
件
と
し
て
傭
兵
軍
に
ケ

l
ニ
ヒ
ス
ペ
ル
ク
そ
の
他
二
十
二
の
所
領
を
引
渡

し
、
傭
兵
寧
は
こ
れ
を
現
金
と
引
き
換
え
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
に
譲
渡
す
る
（
一
四
五
七
年
）
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

所
領
、

殊
に
海
外
所
領
は
総
監
督
の
財
政
処
理
の
具
と
佑
し
た
観
が
あ
り
、

し
、
そ
の
手
に
残
る
の
は
瑞
泊
専
売
権
だ
け
で
あ
っ
た
。
第
二
ト
ル
ン
和
約
の
予
備
会
談
で
あ
る
烈
己
目
の
会
議
に
臨
ん
だ
総
監
督
一
行
は

曽
つ
て
の
広
大
な
騎
士
団

総
監
督
は
そ
の
支
配
す
る

同巾関田口問ロ

入
質

の
多
く
を
売
却
、

ケ
l
ニ
ヒ
ス
ペ
ル
ク
へ
の
帰
途
の
旅
費
も
な
く
、
傭
兵
解
散
の
た
め
の
費
用
を
含
め
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
か
ら
一
万
五
千
フ
ロ
リ
ン
を
給
さ
れ
た

が
、
総
監
督
は
実
際
に
は
そ
の
一
部
分
し
か
傭
兵
に
支
払
わ
な
か
っ
勺
以
っ
て
騎
士
団
の
窮
況
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。



と
こ
ろ
が
戦
後
の
騎
士
団
国
家
に
と
っ
て
特
徴
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
歴
代
の
総
監
督
が
一
貫
し
て
、
第
二
ト
ル
ン
和
約
で
義
務
づ
け
ら
れ
た

ポ
ー
ラ
ン
ド
王
に
対
す
る
誠
実
宣
誓
を
否
認
し
、
そ
の
履
行
を
拒
み
つ
づ
け
た
こ
と
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
と
し
て
も
、
対
ト
ル
コ
防
衛
、

さ
ら
に
は
モ
ス
コ

l
侯
国
軍
の
進
出
に
備
え
る
に
専
ら
で
、
騎
士
団
国
家
に
そ
れ
を
迫
る
余
祐
が
な
か
っ
た
。

（

3
）
 

一
四
九
八
年
騎
士
団
総
監
督
と
し
て
出
向
N
O何
回

1
2日白骨
W
F
4
0
ロ

ω
R
Z
S
（
一
四
九
八
l
一五一

O
年
）
が
選
ば
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
騎

士
団
国
家
に
と
っ
て
、
新
時
代
の
到
来
を
意
味
す
る
。

新
監
督
フ
り
l
ド
り
ヒ
公
は
ザ
ク
セ
ン
公
家
の
出
身
、

父
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
豪
胆
合
同

F
w
r
m
R
g
h持
者
向
片
片
山
口
四
円
公
家
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
系
の
創
始
者
、
多
年
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
た
め
の
軍
役
に
従
い
、
帝
室
に
大
き
な
影
響
力
を

も
つ
人
で
あ
り
、
兄
ゲ
オ
ル
ク
公
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ヨ
ハ
ン
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
妹
と
婚
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
親
近
関
係
に
あ
っ
た
。
騎
士
団

総
監
督
に
は
こ
れ
ま
で
も
諸
侯
家
出
身
者
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
戸
田
ロ
仏
唱
え
州
内
O
R包
4
0
p
叶日戸｛片岡山口

mg
（
一
二
三
九
l
一
二
回
O
年）、

出向同
N
o
m
F邑
vm同
4
0
ロ
回
同
2
5
n
r
d司
m

－m（
一
一
二
三
一
ー
一
一
二
三
去
年
）
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
早
く
か
ら
騎
士
団
に
加
入
し
、

諸
侯
家

出
身
の
身
分
は
両
者
の
昇
進
を
促
進
し
た
が
、
総
監
督
の
地
位
の
本
質
的
な
基
礎
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
フ
リ
！
ド
リ
ヒ
の
場
合
は
諸
侯

家
出
身
の
理
由
で
え
ら
ば
れ
、
総
監
督
と
な
る
た
め
に
騎
士
固
に
加
入
し
た
の
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
ド
イ
ツ
領
邦
諸
侯
の
勢
力
を
騎
士
団
に

導
入
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
内
で
は
、
十
五
世
紀
中
葉
の
等
族
拾
頭
の
危
機
が
す
ぎ
て
、
領
邦
内
で
の
諸
侯
家
の
権
威
が

確
立
し
、
ま
た
外
交
上
で
も
諸
侯
家
の
影
響
力
が
加
わ
っ
て
い
る
。
家
領
政
策
に
立
て
こ
も
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
皇
帝
の
現
実
の
援
助
が
期
待
で

き
な
い
と
す
れ
ば
、
騎
士
団
が
領
邦
諸
侯
家
の
勢
力
巻
利
用
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
自
然
の
結
果
で
あ
り
、
事
実
、

セ
ン
公
ゲ
オ
ル
ク
は
フ
リ
l
ド
リ
ヒ
の
地
位
を
保
証
し
、

フ
リ
l
ド
リ
ヒ
の
兄
ザ
ク

つ
ね
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
行
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
の
で
あ
る
。

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
総
監
督
就
任
と
共
に
、
国
2
5ロ
階
層
の
ザ
ク
セ
ン
人
顧
問
を
多
数
伴
っ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
に
入
り
、
宮
廷
官
房
を
ザ
ク
セ

ン
風
に
改
め
た
。
た
と
え
ば
ザ
ク
セ
ン
風
の
上
級
宮
廷
裁
判
所
の
設
立
等
が
そ
れ
で
あ
り
、
等
族
と
の
交
渉
も
自
ら
せ
ず
宮
廷
顧
問
の
よ
う
な

中
間
者
を
と
お
す
乙
と
で
自
ら
の
権
威
を
保
つ
、
要
す
る
に
ド
イ
ツ
風
領
邦
国
家
制
へ
の
転
換
が
進
め
ら
れ
た
。
宮
廷
官
房
が
ザ
ク
セ
ン
人
で

ド
イ
ツ
騎
士
回
国
家
の
終
末
（
今
来
）

九
七



ド
イ
ツ
騎
士
回
国
家
の
終
末
（
今
来
）

九
八

う満
a~. さ
εれ
た
こ
と
は

ド
イ
ツ
領
邦
君
主
が
対
等
族
政
策
の
た
め
つ
と
め
て
外
国
人
官
僚
を
採
用
し
た
司
B
B【
F
2
a
n
r阻
止
に
当
る
と
い
え
よ

と
こ
ろ
で
ゲ
ツ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大
学
の
「
東
独
研
究
」
誌

O
∞E
2
a
n
r
σ
ω
a
R似
唱
の
指
導
者
関
口
同
片
岡
り
。
ロ
片
岡

2
8同
民
は
近
著
「
〈
。
日
。

E
i

g
g
g民
自
B
E
g
gロ
Z
B」
に
お
い
て
フ
リ
l
ド
リ
ヒ
と
次
代
の
総
監
督
〉
5
5
n
Z
4。
ロ
切

S
E
B
E括
の
両
者
の
人
物
、
性
行
に
つ

い
て
の
精
細
な
研
究
を
公
け
に
し
て
い
る
が
、
同
民
に
よ
れ
ば
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
自
身
も
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ニ
ア
、

人
文
主
義
の
洗
礼
を
う
け
た
教
義
人
で
あ
る
が
、
か
れ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
入
国
に
よ
っ
て
、
人
文
主
識
の
教
養
あ
る
人
物
が
騎
士
団
の
行
政
、
外

シ
エ
ナ
に
な
が
く
学
ん
で

交
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
り
、
人
文
主
義
の
心
情
が
騎
士
国
の
中
世
的
サ
ー
ク
ル
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
著
し
い
こ
と
で
あ
る
と

い
九
屯
こ
の
こ
と
は
今
後
の
騎
士
団
動
向
に
大
き
い
影
響
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
明
0
5
5
5
2
民
に
よ
れ
ば
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
病
身
で
、
健

康
へ
の
配
慮
に
つ
ね
に
煩
わ
さ
れ
て
い
た
「
疲
れ
た
」
人
物
で
あ
っ
勺
そ
の
た
め
、
か
れ
個
人
の
政
策
、
行
動
は
消
極
に
す
ぎ
た
が
、
た
だ

一
つ
つ
ら
ぬ
い
た
の
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
へ
の
誠
実
宣
誓
の
拒
否
で
あ
っ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ヨ
ハ
ン
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
迫
り
来
る
「
ト
ル
コ
人
の
危
機
」
、
HdHrg唱
F
Z
を
前
に
し
て
、
出
征
議
務
の
た
め
の
準
備

と
誠
実
宣
誓
の
履
行
を
再
参
要
求
し
た
が
、

フ
リ
l
ド
リ
ヒ
は
さ
き
の
富
。

E
E出
征
（
一
四
九
六
年
先
任
の
総
獄
督

Horgロ
d
o
Fロ
が
ポ
1
ラ

ス
ド
王
の
諮
求
に
応
じ
て
行
っ
た
対
吋
曲
目
月
間
口
征
行
）
に
お
け
る
勢
力
損
耗
と
、

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
お
よ
び
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
の
帝
国
議
会
で
ポ
l
ラ

ン
ド
王
へ
の
誠
実
宣
誓
の
実
行
を
禁
止
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
の
要
求
を
拒
ん
だ
。

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
こ
の
場
合
ド
イ
ツ
帝
国

諸
侯
の
身
分
を
隠
れ
蓑
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
対
ト
ル
コ
防
戦
は
焦
眉
の
急
で
あ
り
、
同
国
王
は
皇
帝
マ
ク
シ

ミ
リ
ア
ン
一
世
に
教
援
を
求
め
る
と
共
に
、
ド
イ
ツ
騎
士
団
の
条
約
不
履
行
を
訴
え
た
が
、
同
帝
は
第
二
ト
ル
ン
和
約
不
承
認
の
態
度
を
崩
さ

ず
、
「
総
監
督
は
帝
国
諸
侯
の
一
人
と
し
て
か
か
る
宣
誓
を
行
う
こ
と
は
相
応
し
く
な
い
。

余
、
神
聖
帝
国
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
国
民
に
と
っ
て

も
、
か
か
る
宣
誓
を
行
う
こ
と
は
堪
え
が
た
い
。
そ
れ
ゆ
え
輝
か
し
い
騎
士
団
を
再
ぴ
名
誉
あ
る
基
礎
に
立
ち
か
え
ら
し
め
、
神
聖
帝
国
と
ド



イ
ツ
国
民
の
下
に
あ
ら
し
め
よ
3

か
く
余
は
誠
実
こ
め
て
貴
下
に
願
う
。
貴
下
は
総
監
督
に
追
求
、

請
求
を
つ
き
放
し
た
。

強
要
す
る
こ
と
な
か
れ
。
」
と
答
え
て
、

病
身
の
フ
リ
l
ド
リ
ヒ
は
一
五

O
七
年
ザ
ク
セ
ン
の
故
山
に
帰
臥
し
て
再
び
プ
ロ
イ
セ
ン
に
帰
る
こ
と
な
く
、

一
五
一

O
年
死
、
去
し
た
。
フ

リ
ー
ド
り
ヒ
の
後
任
は
、

そ
の
死
の
前
か
ら
準
備
さ
れ
、

フ
リ
ー
ド
り
ヒ
の
側
近
と
フ
リ

I
ド
リ
ヒ
の
兄
ザ
ク
セ
ン
公
ゲ
オ
ル
ク
の
あ
い
だ
で

合
意
に
達
し
、
隣
邦
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
子

〉
Cl"' 
吋
(D 

fコ
ロー..... 
< 。
ロ
回
同
白

ロ
0.. 
(D 

ロロ品
ロ
ト司t

u 
P対
己
8 ロd
国
内
宮d

t;, 
迎
え

ら
れ
Tこ

出。｝凶巾ロ
N
O
－
－
由
自
家
の
こ
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
前
任
者
フ
リ
l
ド
リ
ヒ
と
同
様
、

ス
ラ
ヴ
の
血
が
混
じ
り
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の

イ
ト
コ
に
当
る
（
母
ゾ
フ
イ
1
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
家
の
出
身
）
と
こ
ろ
を
見
て
も
、
両
者
の
人
選
が
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
関
係
を
顧
慮
し
て
の
結
果
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
述
の
同
町
0
5可
E
昨
日
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
前
任
者
フ
リ
l
ド
リ
ヒ
が
教
養
人
で
あ
る
反
面
、
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
外

交
に
お
い
て
消
極
主
義
を
採
り
、
第
二
ト
ル
ン
条
約
そ
の
も
の
を
否
認
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
西
プ
ロ
イ
セ
ン
の
恢
復
を
顧
慮
せ
ず
、
わ
ず
か
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
従
属
関
係
だ
け
を
拒
ん
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
鋭
鋒
を
か
わ
す
こ
と
に
専
ら
で
あ
っ
た
が
、
新
総
監
督
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
皇
帝

に
従
っ
て
イ
タ
リ
ア
に
出
征
し
た
経
歴
あ
る
戦
士
型
で
、
思
慮
周
密
で
は
な
い
が
、
積
極
主
義
で
、
猪
突
に
す
ぎ
て
カ
タ
ス
タ
ロ

1
フ
を
も
辞

し
な
い
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
総
監
督
時
代
に
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
背
後
に
あ
っ
て
騎
士
団
外
交
を
指
導
し
た
、
或
い
は
大
き
く
影
響
し
た
人

物
に
盟
問
庄
吾
4
0
ロ
ω口
志
ロ
ゲ
目
指
が
あ
る
。
古
典
的
名
著
「
プ
ロ
イ
セ
ン
史
」
の
著
者
。
・
〈

o
f
は
こ
の
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
の
役

割
を
さ
ま
で
認
め
な
い
が
、
同
・
司
o
g
R
2
Z同
氏
は
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
の
寄
在
の
意
義
を
高
く
評
価
し
、
前
記
の
近
著
は
そ
の
大
半
が

フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
の
研
究
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
か
は
騎
士
団
の
外
交
に
大
き
い
影
響
力
を
も
ら

な
が
ら
、
終
始
騎
士
団
に
入
団
せ
ず
、

組
織
の
外
に
と
ど
ま
る
と
い
う
奇
異
な
立
場
を
と
っ
た
。

か
れ
は
永
く
イ
タ
リ
ア
に
学
ん
だ
個
性
的

な
人
文
主
義
者
で
、

開
閉
，
O
岡
田
町
町
三

2
民
に
よ
る
と
、

「
か
れ
に
お
い
て
ル
、
不
サ
ン
ス
人
の
世
界
的
タ
イ
プ
が
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、

ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
の
終
末
（
今
来
）

九
九



ピ
イ
ツ
騎
士
回
国
家
の
終
末
（
今
来
）

一0
0

ド
イ
ツ
騎
士
団
の
最
も
ユ
ニ
ヴ
ァ

l
サ
ル
な

政
治
家
で
あ
っ
た
」
と
ま
で
い
い
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
「
決
定
的
な
忠
言
者
」
包
－
B
似
岳
民
m
m
H耐
え
ぬ
与
四
円
で
あ
っ
た
と
断
ず
る

fMW司
CHm可

2
5

（
こ
れ
ま
で
過
小
評
価
さ
れ
て
き
た
が
）
恐
ら
く
か
れ
こ
そ
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ル
ツ
ア
以
来
、

氏
の
評
価
は
梢
過
当
と
思
わ
れ
る
が
、

フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
が
組
織
の
外
の
人
と
し
て
、
騎
士
国
の
兄
弟
た
ち
と
遊
離
し
な
が
ら
、
し
た

が
っ
て
ま
た
兄
弟
た
ち
の
反
援
を
う
け
な
が
ら
、
総
監
督
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
対
帝
国
、
皇
帝
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
の
積
極
態
度
を
推
進
し
た
役
割

は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
外
交
は
、
総
監
督
就
任
後
の
数
年
は
、

フ
り
l
ド
リ
ヒ
の
そ
れ
の
踏
襲
、

つ
ま
り
帝
国
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

に
期
待
す
る
、

マ
ク
シ
ミ
り
ア
ン

一
世
帝
が
く
り
か
え
し
総
監
督
の
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
誠
実
宣
誓
の
義
務
を
否
定
し
た
態
度
に
期
待
し
て
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
激
せ
ず
、
消
極
的
に
従
属
義
務
を
否
認
す
る
態
度
を
と
っ
た
。

し
か
る
に
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
り
ア
ン
一
世
の
態
度
が
突
如
と
し
て
急
変
し
た
。

一
五
一
五
年
同
帝
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
、

お
よ

び
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
弟
ベ

l
メ
ン
兼
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
ヴ
ラ
デ
ィ
ス
ラ
ヴ
と
、
ヴ
ィ

l
ン
に
お
い
て
、
ヴ
ラ
デ
ィ
ス
ラ
ヴ
の
男
子
と
女
子
戸
己
仏
当
日
開

お
よ
び
〉

B
伊
と
、
帝
の
孫
冨
R
U
お
よ
び

F
B
S
H
L
（
の
ち
の
一
世
帝
）
と
の
二
重
婚
姻
ロ
0
3
m
p
m－
E
を
と
り
決
め
、
同
時
に
皇
帝

と
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
の
あ
い
だ
に
「
今
後
、

ド
イ
ツ
騎
士
団
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
あ
い
だ
の
一
四
六
六
年
の
和
約
（
上
述
第
二
ト
ル
ン
和
約
を
指
す
）

は
有
効
た
る
べ
く
、
皇
帝
じ
し
ん
も
総
監
督
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
に
対
す
る
義
務
に
違
背
す
る
こ
と
を
援
助
し
な
い
」
旨
を
約
す
る
ヴ
ィ

l
ン
条

約
が
結
ぼ
れ
た
0
5

上
記
の
二
重
婚
姻
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
ベ

l
メ
ン
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
両
王
国
へ
の
今
後
の
相
続
権
要
求
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
、

ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
の
家
領
政
策
の
み
ご
と
な
成
果
で
あ
る
が
、
他
方
ヴ
ィ

l
ン
条
約
は
騎
士
団
総
監
督
の
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
従
属
を
承
認
し
た
こ
と
に
な
り
、

帝
国
と
騎
士
団
と
の
関
係
持
続
を
目
的
と
す
る
帝
国
従
来
の
態
度
を
訴
え
し
た
こ
と
に
な
る
。
東
欧
の
国
際
環
境
か
ら
み
れ
ば
、

ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
家
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
家
の
ヤ
ゲ
ロ

l
家
の
結
合
は
い
ず
れ
の
利
益
に
も
合
致
す
る
で
あ
ろ
う
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
と
っ
て
、
ベ

l
メ
ン
、



ハ
ン
ガ
リ
ー
は
家
権
力
拡
大
の
近
接
の
目
標
で
あ
り
、
対
ト
ル
コ
防
衛
の
前
衛
基
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
北
部
は
騎
士
団
、
東
部
は
モ
ス
コ

l
侯

園
、
南
部
は
ト
ル
コ
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ヤ
ゲ
ロ

l
家
に
と
っ
て
は
、
ベ

l
メ
ン
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
断
念
す
る
犠
牲
の

代
償
に
南
部
の
脅
威
を
免
れ
、
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
計
算
が
そ
の
ま
ま
実
現
す
る
と
す
れ
ば
、
北
部
で
も
平
和
を
か
ち
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
ド
イ
ツ
騎
士
固
に
と
っ
て
は
、
事
態
の
急
変
は
重
大
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
総
監
督
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
積
極
主
載
に
転
じ
、
リ
ヴ
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
の
両
監
督
、
帝
国
内
の
血
縁
の
諸
領
邦
か
ら
軍
資
金
を
つ
の

り
、
ま
た
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
内
部
か
ら
の
傭
兵
軍
の
参
加
を
え
て
、
一
五
一
九
年
、
モ
ス
コ

l
侯
国
軍
、
タ
タ
ー
ル
軍
か
ら
の
攻
撃
防
戦

に
忙
殺
さ
れ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
向
っ
て
騎
士
団
側
か
ら
攻
撃
伊
】
仕
か
け
鳴
こ
の
積
極
策
へ
の
転
向
を
推
進
し
た
の
は
、
前
述
の
フ
ォ
ン
・
シ

ェ
ン
ベ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
し
か
し
騎
士
団
側
の
準
備
不
足
は
蔽
え
ず
、
元
来
戦
争
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
騎
士
団
の
兄
弟
た
ち
が
戦
意
を
失
つ

た
こ
と
も
あ
っ
て
攻
撃
成
功
せ
ず
、
新
皇
帝
カ

l
ル
五
世
の
調
停
成
功
し
て
、
一
五
ニ
一
年
に
四
年
の
休
戦
を
約
す
る
休
戦
条
約
が
成
立
し
た
。

註

征
行
に
出
た
が
、
出
陣
前
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
公
を
招
請
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

騎
士
団
側
と
し
て
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
対
す
る
異
例
の
受
入
れ
体

制
を
整
え
た
。
す
な
わ
ち
新
総
附
督
の
宵
廷
維
持
の
た
め
に
前
総
監

督
の
〉
ヨ
包
括
N

町
長
の
他
に
新
宵
臓
領
同
O
B
Z
B同
が
準
備
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
二
万
フ
ロ
リ
ン
の
収
入
が
期
待
で
き
る
が
、
そ
の
他

公
け
の
賀
川
を
弁
ず
る
た
め
に
今
一
つ
の
同
O
B
Z
B同
が
供
さ
れ

た
。
。
・
関
門
o－
－
自
民
時
一
白
・
同
・

0
・
ω・］ミ∞・

国
巳
ロ
ユ
ロ
r
冨－
2
0一
回
一
】
）

ozgnroHN伺
nrg悶
g
n
z
n
Z
P
5
2・
ω－

Hω
由

i
E
0・
参
照
。

関
口
吋
仲
間
O
B可
E
件
。
同
一
〈

O旨
。
丘
町
ロ
混
同
由
民
注
目
岡
管
泣
g
E
B
u

p
z－
問
。
己
邑
宮
口
片
山
間
口
宮
謡
曲
ロ
己
ロ
ロ
沼
田

E
F
E
R
F
O
E
S回

（

l
）
 

十
三
年
戦
争
の
お
わ
っ
た
一
四
六
七
年
、
リ
ュ
ベ
ッ
ク
の
一
商
人
が

プ
ロ
イ
セ
ン
を
旅
行
し
た
。
そ
の
旅
行
記
の
一
節
｜
｜
「
道
中
で
お

び
た
だ
し
い
焔
け
終
ち
た
村
を
見
た
。
ふ
1

マ
イ
ル
の
あ
い
だ
一
人
の

人
間
、
一
匹
の
犬
、
猶
も
見
か
け
ず
、
一
片
の
パ
ン
、
一
ピ
ン
の

ピ
1
ル
も
買
え
な
か
っ
た
。
荒
れ
は
て
た
地
方
を
行
く
と
、
教
会
、

修
道
院
も
、
百
姓
小
舎
も
、
一
つ
と
し
て
破
壊
さ
れ
な
い
も
の
は
な

い
。
」
司
・
。
浮
毛
色
色
白
・
白
・
。
・

ω・J
ミ・

。－

F
o－－
2
5・
：
・
。
．

ω．
5・

総
舵
督
同
o
r
gロ
g
ロ
d
o
pロ
は
一
四
九
七
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

督
促
に
よ
り
出
0
2
2＆
自
由
同
に
応
じ
、
対
タ
タ
ー
ル
の
モ
ル
ダ
ウ

（

4
）
 

（

5
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

6
）
 

ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
の
終
末
（
今
来
）

。



ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
の
終
末
（
今
来
）

（

7
）
 

間同曲目
Z
M
M
B
E
g
g
zロ
R
H
仏
自
国
o
n
r
s
a忠
良

F
－w含－
n
v
g
L

〉
5
5口
宮
（
E
U∞
l
H
S
g
w
出口－
NHMR
ぐ
R
E
m－

フ
リ
1
ド
リ
ヒ
は
人
文
主
義
者

E
E一
君
主
の
深
い
感
化
を
、
つ

け
た
。
毛
主
同
は
フ
リ
l
ド
リ
ヒ
の
師
匠
、
政
治
的
忠
言
者
で
あ

り
、
フ
リ
1
ド
リ
ヒ
と
共
に
プ
ロ
イ
セ
ン
に
赴
き
、
一
四
九
九
年

同
S
N－R
一
五

O
三
年
呂
田
舎
え
さ
ロ

ω同
日
日
間
口
仏
と
な
り
、
フ

リ
l
ド
リ
ヒ
と
形
影
相
伴
っ
た
o
閃・司
O
E可
2
Z
H
一
p
p
。・

ω・
5
・

騎
士
団
に
は
ロ

1
7
教
皇
庁
へ
の
代
表
者

O
H品。
g
y
o
r己
主
OH
が

居
り
、
ロ
ー
マ
に
。
丘
g
m
E
E凹
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
西
欧
と
の

一
つ
の
文
化
的
接
触
点
と
も
な
っ
た
。
人
文
主
義
者

F
E
H
B
P
H出

回
E
5
2ロ
EW
ト「

on－o
r
5
出口問。
5
5
Z
は
ル
ネ
サ
ン
ス
人
と
し
て

知
ら
れ
る
人
だ
が
、
騎
士
団
総
監
督
に
官
廷
裁
判
官
と
し
て
供
え

た
。
そ
の
他
多
く
の
プ
ロ
イ
セ
ン
学
生
が
西
欧
に
学
ん
で
い
る
。
有

名
な
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ト
ル
ン
の
出
生
で
、
プ
ロ
イ

セ
ン
の
人
文
主
義
的
空
気
の
中
で
育
っ
た
。
同
－

Hり
oEHOEH旬
以
－

P
0・
ω・
∞
・
参
照
。

関・司
O
B
R
m
z
g同一釦・同・。・
ω・
5
．

と『
mHH4『2
5－口問
r
o
R
一］）
R
E
o
n
y
g
a
m
g
H
L
8
0
2
z
n
r
g

。
邑
ぬ
ま
ロ
E

E
印

刷

H
a
n
r
z
m
S
S
T
Y
8
5
N印
”
国
－
2
0江田
n
z

N
a
z
n
Z
5
回仏－

HHOV
巴
HUwω
－
m
g－

（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）

（四）

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
向
つ
て
の
猪
突
的
開
戦
、

。

（日）

フ
リ
I
ド
リ
ヒ
が
か
れ
に
委
託
さ
れ
た
ブ
ロ
イ
セ
ン
を
如
何
な
る
理

由
で
永
久
に
立
ち
去
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
か
れ
は
宮
担
問
仏
。
E
H
m

の
聖
職
者
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
居
住
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ

と
も
一
一
脱
出
で
あ
ろ
う
が
、
か
れ
は
現
実
に
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
に
居
住

し
て
い
な
い
。

国内．】
1
0
5片
岡

O
ロ
gH
一回・同・
0
．
ω・〕
5
．

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
選
任
の
際
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
を
騎
士
団

総
監
督
に
推
す
「
幻
想
的
プ
ラ
ン
」
が
一
部
に
出
た
。
か
く
す
れ
ば

元
よ
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
摩
擦
は
避
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
ジ
ギ

ス
ム
ン
ト
が
結
婚
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
聖
職
者
た
る
総
監

督
に
不
適
格
で
あ
り
、
実
現
を
不
可
能
に
し
た
。
。
・
同
Ho－－
s
g口一

回・国－

0
・
ω・
5
∞・

相内・問。協同
B
E
R同
一
白
－
P
。
・

ω・由。・

山日比仏．
。・烈
HO】－
B
g口一回・白・。・
ω－
H
S・
尚
、
一
五
一
九
年
の
戦
闘
に
は

「
ド
イ
ツ
の
最
後
の
騎
士
と
い
え
る
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ッ
キ

ン
ゲ
ン
が
傭
兵
の
一
群
を
え
て
、
子
息
の
ハ
ン
ス
と
共
に
騎
士
団
救

援
に
送
っ
た
」
出
企
ロ
ユ
n
r
gロ
吋
店
一
仲
良
罫
冊
一
回
）
曲
目
。
ぇ
g
明日同
E

H
V
B
E
g
g”
同
ロ
回
己
切
世
nym同冊目ロ
H－
H∞
NUω
・∞
N・

（
ロ
）
（日）

（

M
）
 

（
時
）
（凶）

一
五
一
九
年
の
休
戦
は
落
日
の
運
命
に
あ
る
騎
士
団
国
家
に
大
き
な
重
荷
を
負
わ
せ
た
。
傭
兵
軍



の
解
散
、
そ
れ
に
要
す
る
莫
大
な
資
金
調
達
、
加
え
る
に
等
族
は
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
の
戦
争
責
任
を
指
適
し
て
戦
後
の
新
税
賦
課
を
拒
ん

で
い
る
。
騎
士
団
は
こ
の
窮
況
を
処
理
す
る
た
め
に
、
再
び
帝
国
に
頼
る
他
は
な
い
。
幸
い
一
五
一
九
年
帝
位
に
即
位
し
た
新
皇
帝
カ
I
ル
五

世
は
騎
士
団
国
家
に
関
心
を
示
し
、

一
五
二

O
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
へ
の
書
簡
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
プ
ロ
イ
セ
ン
の
監
督
は
神

聖
ロ

l
マ
帝
国
の
貴
重
な
一
部
分
で
み
の
り
、
騎
士
団
は
ド
イ
ツ
国
民
の
貴
族
の
避
難
所
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
余
の
統
治
か
ら
は
ず
し
、

弱
め
る
こ
と
は
、
余
の
名
前
、
権
力
に
照
ら
し
て
相
応
し
く
な
い
。
帝
国
諸
侯
は
そ
れ
ゆ
え
か
れ
に
援
助
、
救
済
を
与
え
る
こ
と
を
、
熱
誠
こ

め
て
余
に
懇
請
し
た
。
・
・
・
・
余
は
騎
士
団
と
そ
の
監
督
を
保
護
す
る
他
は
な
い
。
・
・
・
・
」

一
五
二
二
年
総
監
督
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
窮
乏
の
う
ち
に
よ
う
や
く
旅
費
を
調
達
し
え
て
、
帝
国
に
向
っ
て
旅
立
ち
、
周
年
お
よ
び
翌
年
の
ニ

ユ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
帝
国
議
会
に
出
席
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
ド
イ
ツ
語
侯
の
援
助
に
頼
っ
て
、
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
に
つ
い
て
の
仲
裁
々
判
を

促
進
し
、
有
利
な
結
果
を
か
ち
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
企
図
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
の
ド
イ
ツ
帝
国
議
会
へ
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
実
現
し

な
か
っ
た
が
、

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
滞
在
中
、

は
か
ら
ず
も
現
状
打
開
の
道
が
ひ
ら
か
れ
た
。

す
な
わ
ち
マ
ル
チ
ン
・
ル
ッ

タ
ー
と
の
接
触
に
よ
る
転
回
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
時
点
に
お
い
て
、

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
ル
ッ
タ
l
の
運
動
に
ど
の
よ
う
な
関
心
を
も
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

一
五
ニ

O
年
公
け
に
き
れ
た
ル
ッ
タ
l
の
「
ド
イ
ツ
国
民
の
ク
り
ス
ト
教
貴
族
に
与
う
」
は
恐
ら
く
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
眼
に

ふ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が
ル
ッ
タ
l
の
教
説
に
特
別
の
関
心
を
も
っ
た
と
推
定
す
る
材
料
は
な
い
。
恐
ら
く
武
人
政

治
家
と
し
て
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
は
、
ル
ッ
タ
！
の
運
動
を
政
治
的
に
観
察
す
る
以
外
の
眼
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
問
題
は
む
し
ろ
ア

ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
指
導
者
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
の
態
度
で
あ
る
。
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
ド
イ
ツ
旅
行
中
、

一
五
一
二
年
秋
、

F
o
n
r印
件
目
同
で
秘

か
に
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
会
っ
た
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
が
与
え
た
指
示
書

F
2
2
E
Zロ
に
「
ド
ク
ト
ル
・
ル
ッ
タ
ー
に
よ
る

F
F
2
の
改

訂
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
こ
の
場
合
口

Z
H
は
騎
士
団
規
程
書
を
意
味
す
る
が
、

規
程
幸
一
日
の
実
際
的
な
改
訂
の
一
つ
の
可
能
性
を
示
し
た

言
葉
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
政
治
家
と
し
て
の
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
は
「
追
放
さ
れ
、
破
門
さ
れ
た
修
道
憎
」
ル
ツ
タ
ー
に
接
触
す
る
こ
と

ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
の
終
末
（
今
来
）

。
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一O
四

が
政
治
的
に
何
を
も
た
ら
す
か
を
弁
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

〈

3
｝

ル
ッ
タ
！
と
会
っ
て
い
な
い
。

一
五
一
二
年
秋
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
を
訪
れ
た
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
は

フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
の
弟

ZFro
－2
m
gロ
ωnrα
ロゲ
R
m
は
ロ

l
マ
で
騎
士
団
の
ド
イ
ツ
臨
督
に
送
っ
た
書
簡
で
、
「
兄
デ
ィ

l
ト
リ
ヒ
は
一
五
二
五
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
変
革
に
責
任
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
吃
し
か
し
現
在
の
こ
る
材
料
は
、
フ
ォ
ン
・
シ
エ
ン
ベ
ル

後
年
、

ク
が
ル
ッ
タ
！
の
運
動
の
反
対
側
に
廻
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
多
い
。

一
五
二
一
年
の
ウ
ォ
ル
ム
ス
の
帝
国
議
会
に
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル

ク
も
臨
ん
だ
が
、
そ
れ
は
反
改
革
派
の
関
口
同
片
山
吉
伸

T
R
E
B
4
0ロ
回
同

B
rロ
ゲ
出
荷

の
随
員
と
し
て
で
あ
り
、

ウ
オ
ル
ム
ス
か
ら
弟
ニ
コ
ラ

ウ
ス
に
宛
て
送
っ
た
書
簡
で
、

「ロ

l
マ
へ
の
橋
を
打
ち
破
る
こ
と
を
欲
し
な
い
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
一
五
二
三
年
六
月
二
十
五
日
附
の
ニ
コ

ラ
ウ
ス
へ
の
書
簡
で
は
「
ル
ツ
タ
！
の
こ
と
を
打
ち
消
す
こ
と
に
努
力
し
た
」
、
さ
ら
に
「
か
く
し
て
ル
ッ
タ
l
と
そ
の
セ
ク
ト
を
抹
殺
で
き

る
」
と
ま
で
揚
言
し
て
い
ふ
吃
こ
と
に
一
五
二
五
年
の
変
革
の
決
定
的
な
時
点
に
、
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
は
前
年
秋
か
ら
仏
、
伊
へ
の
旅

に
あ
り
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
と
も
接
触
し
て
い
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
上
述
の
弟
デ
ィ

l
ト
り
ヒ
の
書
簡
に
い
う
、

「
一
五
二
五
年
の
変
革

に
つ
い
て
の
責
任
」
云
々
の
文
書
は
、
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
が
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
と
共
に
多
年
努
力
し
た
世
俗
領
の
完
成
そ
の
も
の
を
意
味

し
、
ル
ッ
タ
1
派
へ
の
転
向
を
含
ま
な
い
、
と
解
す
る
他
は
な
い
。
後
述
す
る
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
ル
ッ
タ
ー
へ
の
接
触
は
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
独

｛

6）
 

自
の
判
断
で
、
政
治
的
な
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
司
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
、

一
五
一
一
二
I
B
－
－
五
二
五
年
の
時
点
で
、
ル
ッ
タ
！
の
運
動
は
ど
の
よ
う
な
反
響
を
得
て
い
た
か
。
戸
司
2目
1

西
欧
文
佑
世
界
に
直
結

件
目
見
向
同
氏
の
い
う
よ
う
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
す
で
に
文
佑
的
に
辺
境
で
は
な
く
、
人
文
主
義
が
か
な
り
行
き
亘
っ
て
、

し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ル
ッ
タ
l
の
影
響
が
及
び
う
る
環
境
に
あ
っ
た
。
正
し
く
そ
の
頃
、
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
七
世
の
露
骨
な
ネ
ポ
テ
イ
ズ
ム

（
甥
主
義
）
の
司
教
人
事
が
っ
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
聖
職
者
を
動
揺
さ
せ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
H
M
O
百
四
回
目
ぽ
ロ
の
司
教
〉
岳
山
口
四
回
骨
の
B
呂
田

の
死
後
、
総
監
督
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が
自
ら
の
権
限
に
よ
り
、

ロ
同
・
開
岳
民
向
同
4
。ロ

ρ口
開
山
田
聞
を
新
司
教
に
任
命
し
た
の
に
対
し
、

ク
レ
メ
ン
ス



七
世
は
血
縁
者
の
同
国
丘
一

s－
骨
四
回
仏

0
5∞
を
司
教
に
任
命
し
て
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
と
対
立
し
た
。
前
司
教
色

m
o
g－
国
が
す
で
に
ネ
ポ
テ

一
度
も
プ
ロ
イ
セ
ン
に
赴
か
な
か
っ
た
人
で
あ
る
が
、
重
ね
て
骨
河
口
含
呂
田
の

ネ
ポ
テ
イ
ズ
ム
の
司
教
人
事
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
プ
ロ
イ
セ
ン
の
聖
職
者
を
ル
ッ
タ
l
派
に
傾
斜
さ
せ
た
G

イ
ズ
ム
の
産
物
で
、
か
れ
は
ポ
メ
サ
ニ
エ
ン
司
教
在
任
中
、

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
帝
国
旅
行
中
、

HNamE
代
治
者
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の
後
事
を
托
さ
れ
た
回
m
n
rえ
の

g担
4
0
ロ

F
F
E
は
直
ち
に

ル
ッ
タ
l
派
に
転
向
し
、
後
述
の
ル
ッ
タ
l
の
「
ド
イ
ツ
騎
士
固
に
与
う
」
が
発
表
さ
れ
た
直
後
の
一
五
二
三
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
視
日
に
、

ケ
l
ニ
ヒ
ス
ペ
ル
ク
の
教
会
で
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
最
初
の
ル
ッ
タ
l
主
義
説
教
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
等
族
の
な
か
に
は
、
赤
字
財
政
処
理
の

た
め
の
高
税
を
免
れ
る
た
め
に
、
新
税
徴
集
の
代
り
に
、
教
会
、
修
道
院
へ
の
貢
租
を
以
っ
て
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
が
現
わ
れ
可
。

他
方
、
帝
国
旅
行
中
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
、

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
宗
教
改
革
者
〉
包
お
8
0丘
自
岡
田
ぬ
同
お
よ
び
戸
国
N

曲目印

ω匂
g
m
F
H
の
つ

よ
い
懲
濯
に
よ
っ
て
、

一
五
二
三
年
秋
ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
赴
き
、
ル
ッ
タ
！
と
会
見
し
た
。
そ
の
席
に
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
も
同
席
し
、
ル
ッ

タ
ー
は
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
「
愚
か
な
騎
士
団
規
程
を
す
て
、
妻
を
要
っ
て
世
俗
君
主
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
を
統
治
す
べ
き
」
こ
と
を
切
言
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
w

そ
の
直
後
、
恐
ら
く
同
年
十
一
月
｜
｜
十
二
月
の
交
に
、
ル
ツ
タ
l
の
「
ド
イ
ツ
騎
士
固
に
与
ぅ
、
偽
り
の
純
潔
を
捨
て

よ
」
が
公
け
に
さ
れ
た
。
こ
の
文
書
は
、
恐
ら
く
ル
ッ
タ
ー
が
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
と
の
会
見
の
席
上
で
話
し
た
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
か

な
り
長
文
の
も
の
で
あ
る
が
、

単
に
聖
職
者
の
結
婚
の
宗
教
的
意
義
を
、

聖
書
に
も
と
ず
い
て
懇
切
に
説
い
て
い
る
だ
け
で
、

政
治
的
な
こ

と
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
個
人
に
亘
る
こ
と
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
ル
ッ
タ
l
の
推
せ
ん
し
た
新
教
派
の
説
教
師
〉
B
由邑
5

お
よ
び
列
目
白
g
B
Sロ
を
プ
ロ
イ
セ
ン
に
送
り
、
両
者
は
ケ
l
ニ
ヒ
ス
ペ
ル
ク
で
の
説
教
で
市
民
を
湧
か
し
た
。

上
述
の
一
五
一
一
一
年
の
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
休
戦
は
四
年
の
期
限
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
内
部
で
も
そ
の
満
期
以
前
に
、
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
関
係
巻
調

整
す
る
手
段
を
の
ぞ
む
世
論
が
高
ま
り
、
一
五
二
四
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の

Fse詣
で
等
族
、
聖
職
者
が
一
致
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
最
後

的
な
協
定
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
総
監
督
は
騎
士
団
か
ら
脱
退
し
、
そ
の
上
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
を
レ

l
μ
と

ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
の
終
末
（
今
来
）

一O
五
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一O
六

し
て
う
け
と
る
べ
き
で
あ
る
と
の
手
続
き
を
と
り
決
め
、
そ
の
趣
旨
が
ル
ツ
タ

l
派
の
司
教
肘
岳
民
仏

g
ロ
O
ロ
巳
訟
を
と
お
し
て
〉

g
r
t
r

滞
在
中
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
に
伝
え
ら
れ
た
唱
｝
し
た
が
っ
て
こ
の
方
向
に
よ
る
解
決
は
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
障
害
は
な
く
、
問
題
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
が

こ
れ
に
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
す
か
で
あ
る
。

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
兄
冨

R
W唱
え
の
目
。
品

4
0ロ
回

B
E
g－
】
日
ぬ
と
共
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
を
訪
ね
て
仲
介
を
懇
請
し
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
王
、
ブ

ラ
ン
ザ
ア
ン
プ
ル
ク
辺
境
伯
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
代
表
と
折
衝
の
上
、
解
決
策
が
出
来
あ
が
り
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
自
身
が
一
五
二
五
年
八
月
、
休
戦
の

満
期
直
前
に
ク
ラ
カ
ウ
に
赴
い
て
、
ク
ラ
カ
ウ
条
約
が
結
ぼ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
永
年
問
題
と
な
っ
た
誠
実
宜
書
の
こ
と
は
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト

が
世
俗
領
主
と
し
て
、
教
皇
庁
に
拘
束
さ
れ
ず
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
に
誠
実
宜
誓
を
行
う
こ
と
で
落
着
し
、

司
教
領
何
一
同

g－
s－
仏
を
カ
ト
り
ツ

ク
地
区
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
引
渡
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
公
園
が
年
金
四
千
フ
ロ
リ
ン
を
受
け
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
条

約
は
第
二
ト
ル
ン
条
約
と
は
異
っ
て
、
直
ち
に
実
行
に
移
さ
れ
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
か
ら
家
臣
〈
国
国
邑
と
し
て
封
与
を
う
け

た
。
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
そ
の
翌
年
デ
ン
マ
ー
ク
王
女
と
結
婚
し
た
。

註

即
く
こ
と
は
、
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
が
多
く
の
友
人
を
も
っ
ロ

1
7
へ
の
架
け
橋
の
破
壊
を
意
味
し
た
。
美
し
い
外
形
を
欲
す
る
か

れ
の
全
人
格
に
よ
れ
ば
、
古
教
会
が
気
に
入
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

か
れ
は
宗
教
的
革
新
の
深
所
を
究
め
な
か
っ
た
。
」
但
・
同
・
。
・

ω・
JB－

同
註
（
8
）
参
照
。

。・州内同
O
Z
B
R
5
一回・同・。・

ω・
M
S
．

－r－L・

〈

1
）

（
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『
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H
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O
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Z
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R
E
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U
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a
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F
E
E
a
s
E
L
Z
o
g
w

吋

roHιZFRHmw
－ur宙
開
島
区

o
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〈
O
戸

F
H
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u
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O
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参
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剛
内
・
明
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同
国
可
叩
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叩
同
一
回
－
P
。
・

ω
．J
可市町・

－－u山内同．
出
比
仏
・

同
州
・
司
。
同
国
可
由
民
仲
間
同
は
い
う
「
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ベ
ル
ク
は
ル
ッ
タ
ー

に
お
い
て
、
つ
よ
い
個
性
と
政
治
能
力
を
み
と
め
た
。
ル
ッ
タ
1
に

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が
ル
ッ
タ
！
と
会
見
し
た
の
は
一
五
二
四
年
十
－
月

二
十
四
日
で
あ
る
。
ル
ジ
タ
l
の
「
ド
イ
ツ
騎
士
団
に
与
う
」
は
日

附
は
な
い
が
、
そ
の
直
後
に
草
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
そ

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（日）

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 



の
起
草
は
十
一
月
｜
十
二
月
の
交
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ

の
文
書
を
周
年
二
、
三
月
の
頃
の
も
の
と
す
る
推
定
は
根
拠
が
な

い
。
君
。
長
丘

Z
R片山
口

E
仔

R
吋
宮
田
ニ
色
白
日
切

V
S
E志
o
p

〈

o－・
ω
匂・品。印”

F
E
E
a
s
参
照
。

（日）

Z
R
E
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E
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g
m
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回
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O
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F
m
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r
m
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∞
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一
同
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N
O
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H
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。
・
何
回
目
閉
め
同

（ロ）
（日）

（五）

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
て
、
ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
は
、

ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン

－
ザ
ル
ツ
ア
の
手
で
プ
ロ
イ
セ
ン
に
進
出
し
、

ヘ
ル
マ

ン
・
フ
ォ
ン
・
バ
ル
ク
等
の
騎
士
達
が
改
宗
、
開
拓
の
業
を
開
始
し
て
以
来
の
三
百
年
の
歴
史
に
終
止
符
ぞ
打
ら
、
宗
教
国
家
は
世
俗
公
領
に

転
換
し
た
。
し
か
し
一
五
二
五
年
の
変
革
は
、
ド
イ
ツ
の
各
地
域
に
現
わ
れ
た
よ
う
な
、
宗
教
所
領
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
手
に
落
ち
た
例
と

そ
の
ま
ま
同
じ
で
は
な
い
。
宗
教
領
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
手
に
移
っ
た
場
合
、
政
治
制
度
は
そ
の
ま
ま
守
ら
れ
、
司
教
は
司
教
、
修
道
院
長

は
修
道
院
長
で
あ
り
、
教
会
建
造
物
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
騎
士
団
の
組
織
の
な
か
の
例
を
と
っ
て
み
て
も
、

ユ
ト
レ

は
十
七
世
紀
の
は
じ
め
純
潔
の
誓
願
を
一
一
蹴
し
て
、

切
払
在
の
制
度
そ
の
も
の
は
維
持
さ
れ
た
。

ヒ
ト
の
地
区
組
織
∞
色
冊
目

騎
士
団
総
監
督
に
断
絶
を
通
告
し
た
が
、

ユ
ト
レ
ヒ
ト
の

だ
が
プ
ロ
イ
セ
ン
の
場
合
は
ち
が
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
騎
士
団
総
監
督
は
も
は
や
総
監
督
で
は
な
く
、
世
俗
の
公
と
な
り
、
か
れ
が
こ
れ

ま
で
支
配
し
て
き
た
騎
士
団
国
家
は
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら
姿
を
消
し
、
領
土
全
体
が
宗
教
制
度
だ
け
で
伝
く
、
政
治
制
度
を
か
え
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
十
五
世
紀
の
、
す
な
わ
ち
一
四
一

O
年
の
タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
会
戦
以
後
、
こ
と
に
は
一
四
六
七
年
の
第
二
ト
ル
ン
和

約
以
後
の
ド
イ
ツ
騎
士
団
国
家
の
政
治
外
交
の
ほ
と
ん
ど
全
ェ
、
不
ル
ギ
I
が
「
南
方
の
壁
」
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
向
か
っ
て
費
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ

ぃ
。
ヤ
ゲ
ロ

l
家
の
支
配
す
る
国
民
国
家
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
出
現
こ
そ
、
十
五
世
紀
の
騎
士
団
国
家
生
存
の
た
め
の
最
大
の
脅
威
で
あ
り
、
騎
士

団
側
と
し
て
、

歴
代
の
総
監
督
は
硬
軟
の
態
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

つ
お
に
対
ポ
ー
ラ
ン
ド
関
係
処
理
に
悩
ま
さ
れ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
こ
の

ド
イ
ツ
騎
士
回
国
家
の
終
末
（
今
来
）

一O
七



ド
イ
ツ
騎
士
回
国
家
の
終
末
（
今
来
）

一O八

優
越
に
対
し
て
、
騎
士
団
国
家
が
自
己
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
皇
帝
、
教
皇
の
後
援
頼
み
が
た
し
と
す
る
な
ら
ば
、
帝
国
と
の
つ
な
が
り
を

保
つ
た
め
に
、
ド
イ
ツ
語
俣
の
有
力
メ
ン
バ
ー
を
頂
い
て
領
邦
化
の
道
を
歩
む
こ
と
は
、
必
然
の
道
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
騎
士
団
国
家
は
一

四
九
八
年
ザ
ク
セ
ン
公
家
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
を
総
監
督
に
頂
い
て
そ
の
道
を
踏
み
だ
し
、

フ
り
I
ド
リ
ヒ
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
二
代
の
二
十
七
年

の
在
職
に
よ
っ
て
領
邦
佑
の
路
線
を
歩
ん
で
、
最
後
に
マ
ル
チ
ン
・
ル
ッ
タ
l
の
運
動
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
俗
公
領
ル
刊
を
完
成
し

た。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
領
邦
へ
の
移
行
は
、
ル
ッ
タ
ー
が
教
会
改
革
の
意
見
蓄
を
投
げ
か
け
る
前
に
進
行
中
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
宗
教
改
革
の

結
果
で
は
な
い
。
し
か
し
宗
教
改
革
な
し
に
は
、

一
五
二
五
年
の
急
激
な
転
回
は
成
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
宗
教
改
革
の
こ
の
場
合
の
意
義

は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
領
邦
佑
を
促
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
完
成
へ
の
機
会
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

他
方
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
騎
士
団
国
家
は
消
滅
し
た
が
、
ド
イ
ツ
騎
士
団
そ
の
も
の
は
亡
ん
だ
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ

る
。
皇
帝
カ
l
ル
五
世
は
一
五
三

O
年
ド
イ
ツ
監
督
を
騎
士
団
総
監
督
に
任
命
し
、
帝
国
諸
侯
に
列
し
て
帝
国
議
会
で
の
議
決
権
を
与
え
て
、

ド
イ
ツ
騎
士
団
の
組
織
そ
の
も
の
は
存
続
し
た
。
し
か
し
騎
士
回
全
所
領
の
三
分
の
こ
を
占
め
る
プ
ロ
イ
セ
ン
が
脱
落
し
、
そ
の
他
の
回
己
－

a
g

も
領
邦
君
主
に
収
奪
さ
れ
る
運
命
に
あ
り
、

一
五
二
五
年
の
変
革
以
後
は
単
に
形
骸
を
の
こ
す
だ
け
で
、
ド
イ
ツ
騎
士
国
の
歴
史
的
意
義
の
ほ

と
ん
ど
全
て
は
失
わ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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Auflosung des Deutschen Ordens in Preussen 

von Rikuro IMAKI 

In meinen drei vorigen Aufslitzen behandelte ich den Ursprung und 

Aufschwung des Deutschen Ordens in Preussen. Hier will ich die 

Auflosung des Deutschen Ordens betrachten. Die Hauptfrage meiner 

Forschung ist die Wardlung des Ordensstaates in 1525, d.h. die 

Griindung eines weltlichen Herzogtums von dem Hochmeister Albrecht 

von Brandenburg im Zusammenhang mit Martin Luther. 




